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目的

•自転車の盗難防止
•犯人を早く捕まえられるよ
うにする

•犯人の特定ができるように
する

•盗品を早く取り返せるよう
にする



価値・願い

自転車が盗られると悲しいし、腹が立つし
再購入のお金もかかるので
盗難被害をなくしたい

自転車が盗まれない街にしたい



福岡市内では
現在136か所、約5万1千台分の

市営自転車駐輪場が整備

現状分析・問題
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福岡県警：福岡市における市民生活に身近な犯罪認知件数の推移

福岡市内における身近な犯罪の55％以上が自転車盗難
5年間、毎年5000台前後の自転車が盗まれている

現状分析・問題



自転車の平均購入価格は3～5万円
盗まれると安くない買い替えの費用が発生する

現状分析・問題



福岡市内における自転車をよく利用する
10代～50代の層、約50万人

福岡市道路下水道局 生活環境委員会参考資料より

ターゲット層



何をすべきか
• 所有者の個人判別
• 犯人の迅速な特定
• 迅速に警察へ通報
• 盗難の防止をする



何をするのか

自転車自体に専用の認証装置を付ける



自転車本人
認証機能

• 指紋認証、顔認証で所有者の本人確認をし
ロックを解除

• 顔、指紋の登録者以外がロックを外そうと
したら不審者の顔を記録し、自動通報

• 鍵を外さずに20m以上駐車場所から離れた
場合、自動通報、GPS情報送信

• 持ち去られたとしてもＧＰＳで
スマホから場所の特定ができる



①
連携許可

③
プロトタイプ作成

②
アプリ開発

④
テスト検証

⑤
実装

① 警察組織、自転車防犯登録協会などに
連携許可をもらう

②
顔画像認証付きロックの開発
スマホで使えるアプリの開発

④

⑤ 装置の実装・販売

～

実現計画（スケジュール）



•警察組織との連携が必要

•防犯登録番号との連携が必要

•専用アプリ開発

協力体制について



搭載する機能

スマホのアプリ機能 自転車専用認証装置の機能

・登録番号の登録

・使用者全員の指紋、顔の登録

・盗難にあった際の通知機能

・指紋、顔の認識機能

・装置を解除できない人の顔認識、通報

・GPS機能

・不法駐車時のために警察だけが解除できる鍵



課題

自転車に搭載されて
いる装置が破壊され
た場合、犯人の特定、
自転車の回収が困難
になる



クロージング
自転車盗難を防止でき、
犯罪を減らせる

盗難車がなくなれば
買い替える必要がな
くなり、自転車買い
替えの費用が節約で
きる



ご清聴ありがとうございました
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